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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は，プラントの状態監視と異常検知に関わる警報システムの構成を論じたものである。警報

システムのヒューマン・インターフェイスとしては「危険表示型」と「安全表示型」を区別し，提示

される情報に基づくシステム安全制御方策としては「危険立証型」と「安全立証型」を区別する必要

性を明らかにしたうえで，警報システムの確率的特性の状況依存性と時間依存性を解析している。ま

た，ヒューマン・インターフェイス方式と安全制御方策の適切な選択により，「誤報」発生の可能性

と「欠報」発生の可能性をともに低減できることを証明している。このことは，「誤報と欠報は互い

にトレード。オフの関係にある」との従来の定説を一部否定する新しい知見となっている。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文で議論された警報システムの構成法は，ハードウェアとしての側面をもつヒューマン・イン

ターフェイス構成方式と，ソフトウエアの側面をもつ安全制御方策を協調させた新しい手法であり，

実際のシステム設計に際して多くの有益な示唆を与えうるものとして高く評価できる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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